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親
子
自
然
教
室
に
望
む

豊
か
な
自
然
に
怠
れ
た
信
州
で
勉
学
し
よ
う
｡
と

か
の
歌
い
文
句
で
レ
ジ
ャ
ー
の
波
と
共
に
､
親
子
の

自
然
教
室
､
○
○
自
然
教
室
が
あ
ち
こ
ち
で
沢
山
催

さ
れ
て
い
る
｡

自
然
に
渋
み
'
自
然
の
掻
理
を
知
り
､
自
然
の
尊

さ
を
学
び
､
健
康
な
体
力
を
作
る
こ
と
は
こ
の
上
も

な
い
良
い
健
で
あ
る
｡
ま
た
､
安
曇
野
の
よ
う
に
､

山
高
く
､
水
清
い
自
然
の
豊
か
を
地
は
こ
の
種
の
健

に
最
適
の
場
所
で
あ
ろ
う
｡

し
か
し
､
こ
れ
ら
の
鰻
も
内
容
を
見
る
と
､
一
部

観
光
旅
行
業
者
に
よ
っ
て
プ
ラ
ン
化
さ
れ
た
大
人
の

レ
ジ
ャ
ー
で
あ
っ
て
､
内
情
は
自
然
観
察
な
ど
一
片

の
歌
い
文
句
に
す
ら
過
ぎ
を
い
｡

先
頃
'
こ
の
種
の
健
に
参
加
す
る
機
会
が
あ
っ
た

の
で
参
加
し
て
み
た
｡

参
加
者
ぼ
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
参
加
が
主
体
で
あ
っ
て
､

二
才
の
小
俣
か
ら
小
･
中
学
生
､
大
人
と
層
が
広
-

実
際
の
自
然
観
察
は
何
を
主
体
に
何
処
で
行
う
の
か

計
画
を
聞
い
て
み
て
も
確
な
る
も
の
は
何
も
持
っ
て

き
て
い
な
い
｡
た
だ
､
仁
科
三
湖
め
ぐ
り
､
次
の
日

は
山
､
と
だ
け
で
あ
っ
て
本
当
の
ね
ら
い
と
す
る
所

が
何
な
の
か
は
っ
き
り
し
た
も
の
が
な
い
｡
木
崎
湖

の
水
泳
場
に
つ
い
て
､
子
供
達
は
パ
ン
ツ
一
枚
で
水

遊
び
を
す
る
の
を
見
て
'
リ
ー
ダ
ー
格
の
一
人
い
わ

く
､
｢
山
の
中
だ
'
山
の
中
だ
と
聞
い
て
き
た
の
に
へ

こ
ん
な
き
れ
い
を
水
で
泳
ぐ
場
所
が
あ
る
な
っ
て
一

言
も
聞
か
な
か
っ
た
｡
知
っ
て
た
ら
海
水
パ
ン
ツ
を

一
枚
持
っ
て
来
て
も
っ
と
子
供
達
と
た
の
し
め
た
の

と
し
'
ま
た
昆
虫
あ
つ
め
に
あ
っ
て
も
ト
ン
ボ
の
捕

え
方
も
知
ら
な
い
指
導
員
の
引
率
で
あ
っ
た
｡

本
当
の
意
味
の
親
子
自
然
観
察
会
と
は
ほ
ど
遠
い

焦
点
の
な
い
観
光
業
者
の
レ
ー
ル
に
の
っ
た
レ
ジ
ャ

ー
そ
の
も
の
以
外
何
も
の
で
も
な
い
こ
と
を
感
じ
'

今
回
､
山
博
で
結
成
さ
れ
た
友
の
会
が
､
早
-
こ
の

種
の
健
に
も
結
合
し
､
地
域
に
根
を
下
し
た
活
動
が

で
き
る
こ
と
を
痛
感
し
た
｡

(
長
沢
修
介
)
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利尻島略図

礼文分とん地から　昭和52年5月

物檀ノー山

利
尻
島
の
植
物
と
そ
の
地
史
的
分
布

北
海
道
本
島
の
西
北
に
礼
文
､
利
尻
の
姉
妹
品
が

あ
る
｡
利
尻
島
は
そ
の
形
が
大
体
円
形
で
､
那
須
火

山
系
で
海
中
か
ら
狛
立
し
た
火
山
島
で
'
島
の
中
心

に
利
尻
岳
　
(
一
名
利
尻
富
士
)
一
､
七
一
八
L
t
が
そ

び
え
て
い
る
｡
礼
文
島
は
大
体
南
北
に
細
長
く
利
尻

島
よ
り
は
る
か
古
代
に
生
成
さ
れ
た
丘
陵
性
の
低
い

山
が
適
を
り
全
島
が
奇
岩
奇
勝
に
富
ん
で
い
る
｡

礼
文
島
の
植
物
に
就
い
て
は
､
本
誌
昨
年
の
十
一

月
､
十
二
月
及
び
本
年
一
月
号
の
三
回
に
亘
っ
て
､

陸
上
自
衛
隊
礼
文
分
け
ん
隊
司
令
小
林
悦
郎
氏
と
共

著
で
発
表
し
た
､
そ
の
稿
が
祓
っ
て
か
ら
小
林
氏
か

ら
｢
松
野
力
蔵
｣
氏
著
｢
利
尻
･
礼
文
両
島
の
高
山

植
物
と
そ
の
景
観
｣
な
る
一
語
と
共
に
､
利
尻
島
に

関
す
る
資
料
を
興
え
ら
れ
た
｡

松
野
氏
の
詳
密
は
､
A
5
版
を
桟
型
に
し
た
も
の

で
､
全
巻
カ
ラ
ー
の
豊
か
を
印
刷
で
､
上
段
に
高
山

植
物
の
写
真
二
葉
を
描
け
､
下
段
に
景
観
写
真
二
葉

を
入
れ
､
そ
の
対
向
面
に
前
頁
の
解
説
を
し
て
い
る

と
い
う
親
切
を
も
の
で
あ
る
｡

そ
れ
に
も
増
し
て
私
の
目
を
引
い
た
の
は
､
巻
末

稚
内
へ
/

礼
文
ト
_
i

横

　

内

　

　

　

斉

に
添
え
ら
れ
た
両
島
の
植
物
の
目
録
で
あ
る
｡
こ
れ

を
見
て
私
共
の
発
表
し
た
礼
文
鳥
に
若
干
の
手
を
加

え
な
け
れ
ば
な
ら
を
い
の
を
感
じ
た
｡
私
は
本
年
三

月
か
ら
著
者
と
連
絡
を
と
り
､
前
報
の
欠
を
補
い
､

か
っ
は
利
尻
島
の
種
物
を
解
明
'
即
ち
地
史
的
分
布

を
明
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
の
が
本
稿
で
あ
る
｡
各

種
資
料
を
恵
興
さ
れ
た
小
林
悦
郎
氏
と
､
惜
し
み
な

く
利
尻
島
の
植
物
に
関
し
教
示
さ
れ
た
松
野
力
蔵
氏

に
深
甚
な
る
感
謝
の
意
を
表
す
る
｡

利
尻
と
は
ア
-
ヌ
語
の
　
｢
リ
-
シ
リ
｣
　
か
ら
で
た

も

の

で

､

｢

リ

I

L

は

高

い

山

､

｢

シ

I

L

は

島

の

意
で
､
即
ち
高
い
山
　
(
利
尻
岳
)
　
の
あ
る
島
と
い
う

こ
と
で
あ
る
｡

島
は
行
政
上
東
側
を
東
利
尻
町
に
'
西
側
を
利
尻

町
に
分
け
る
｡

人
口
の
み
を
と
っ
て
見
る
と
､
東
利
尻
町
は
､
も

っ
と
も
多
か
っ
た
の
は
､
昭
和
二
十
六
年
の
一
一
'

二
八
〇
人
で
､
昭
和
五
十
年
に
は
六
､
八
八
三
人
に

減
り
､
利
尻
町
で
は
昭
和
三
十
年
に
は
一
〇
､
〇
二

五
人
た
っ
た
の
が
昭
和
四
十
五
年
に
は
七
､
五
五
三

人
と
な
っ
た
｡
海
産
豊
か
を
こ
の
島
に
も
過
疎
の
波

は
押
し
寄
せ
て
い
る
｡

両
島
の
フ
ロ
ラ
は
殆
ん
ど
同
一
に
近
い
､
わ
ず
か

に
利
尻
に
あ
っ
て
礼
文
に
な
い
も
の
に
､
-
ワ
ヒ
ゲ
､

ク

ロ

マ

メ

ノ

キ

､

コ

メ

バ

ツ

ガ

サ

ク

ラ

､

イ

ワ

ウ

メ

､

ミ
ネ
ズ
ナ
ウ
と
次
で
に
あ
げ
る
利
尻
島
特
産
植
物
の

み
で
あ
る
｡
利
尻
島
特
産
植
物
に
は
､
リ
シ
リ
ミ
ミ

ナ

グ

サ

､

リ

シ

リ

ブ

シ

､

リ

シ

リ

オ

ダ

マ

キ

､

リ

シ

リ

ヒ

ナ

ゲ

シ

､

リ

シ

リ

ウ

ド

'

リ

シ

リ

ゲ

ン

ゲ

､

リ

シ

リ

ア

カ

バ

ナ

､

リ

シ

リ

セ

キ

シ

ョ

ウ

､

リ

シ

リ

ソ

ウ
､
リ
シ
リ
オ
ト
ギ
リ
の
十
種
を
か
ぞ
え
る
｡

地
史
的
分
布
概
論

本
論
に
つ
い
て
は
､
木
霊
｢
山
と
博
物
館
｣
昭
和

五
十
二
年
十
一
月
第
二
十
二
着
第
十
一
号
を
参
照
せ

ら
れ
た
い
｡
以
上
の
理
由
に
よ
り
省
略
｡

分
布
型
と
地
域
分
布
系
の
略
号

飛
び
越
し
型
分
布
　
略
号
(
飛
)

南
ま
わ
り
型
分
布
　
略
号
(
南
)

北
ま
わ
り
型
分
布
　
略
号
(
北
)

日
本
海
め
ぐ
り
型
分
布
　
略
号
(
日
)

大
陸
共
通
型
分
布
　
　
略
号
(
大
)

固

有

種

　

　

　

　

　

　

略

号

(

固

)

北
マ
キ
ネ
シ
ア
系
　
　
略
号
(
北
マ
)

関
東
地
域
系
分
布
　
　
略
号
(
関
)

フ
ォ
ッ
サ
･
マ
グ
ナ
地
域
系
分
布
　
略
号

襲

連

結

地

域

系

分

布

　

　

　

　

　

略

号

日
本
海
(
裏
日
本
)
地
域
系
分
布
　
略
号

蝦
夷
陸
奥
地
域
系
分
布
　
　
　
　
略
号

無

系

統

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

略

号

史

前

帰

化

植

物

　

　

　

　

　

　

　

略

号

帰

化

楢

物

　

　

　

　

　

　

　

　

　

略

号

(
フ
ォ
)

(
裳
)

(
寡
)

(
蝦
)
(
無
)

(
史
帰
)

一
婦
)
｡

利
尻
島
植
物
目
録
と
そ
の
分
布
系

シ
ダ
植
物

ハ
ナ
ヤ
ス
リ
料
　
と
メ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ
(
大
)
､
ヤ
マ

ハ

ナ

ワ

ラ

ビ

　

(

大

)

､

ハ

ナ

ヤ

ス

リ

(

南

)

｡

コ
ケ
シ
ノ
ブ
料
　
コ
ケ
シ
ノ
フ
(
堤
)
｡

チ
ャ
セ
ン
シ
ダ
科
　
ト
ラ
ノ
オ
シ
ダ
(
商
)
｡

ウ

ラ

ボ

シ

科

　

ク

ジ

ャ

ク

シ

ダ

(

大

)

'

メ

シ

ダ

(

北

マ

)

､

ミ

ヤ

マ

メ

シ

ダ

(

北

マ

)

､

オ

オ

メ

シ

ダ

(

北

)

､

ミ

ヤ

マ

ヘ

ビ

ノ

ネ

ゴ

ザ

(

北

マ

)

､

ヘ
ビ
ノ
ネ
ゴ
ザ
(
北
マ
)
､
-
ワ
ガ
ネ
ゼ
ン
マ
ィ

(

南

)

'

リ

シ

リ

シ

ノ

ブ

　

(

固

)

｡

オ
シ
ダ
科
　
ミ
ヤ
マ
シ
ダ
　
(
北
)
'
オ
シ
ダ
　
(
北
｢

シ
ラ
ネ
ワ
ラ
ビ
　
(
大
)
､
ナ
ガ
バ
シ
ラ
ネ
ワ
ラ
ビ

(

無

)

､

オ

オ

バ

シ

ョ

リ

マ

　

(

北

)

､

ヒ

メ

シ

ダ

(

大

)

､

ミ

ヤ

マ

ワ

ラ

ビ

　

(

大

)

へ

-

ヤ

マ

シ

ケ

シ

ダ

　

(

請

)

'

コ

ウ

ヤ

ワ

ラ

ビ

　

(

大

)

､

コ

タ

二

ワ

タ

リ

　

(

大

)

､

エ

ソ

デ

ン

ダ

　

(

大

)

､

ジ

ュ

ウ

モ

ン

ジ

シ

ダ

　

(

‖

)

､

リ

シ

リ

デ

ン

ダ

　

(

大

)

､

-

ヌ

ガ

ン

ツ

タ

　

(

大

)

'

ク

サ

ソ

テ

ツ

　

(

大

)

､

ポ
ッ
-
ノ
デ
　
(
大
)
､
エ
ゾ
-
ワ
デ
ン
ダ
　
(
鋲
｢

-

ヤ

マ

テ

ン

ゲ

　

(

無

)

､

-

ヤ

マ

ノ

キ

シ

ノ

ブ

　

(

北
マ
)
｡

ワ
ラ
ビ
科
　
ワ
ラ
ビ
　
(
大
)
｡

ゼ

ン

マ

イ

科

　

ゼ

ン

マ

-

(

大

)

､

ヤ

マ

ト

リ

セ

ン

マ

ィ

　

(

大

)

｡

ト
ク
サ
科
　
ス
ギ
ナ
(
夫
)
'
キ
タ
ス
ギ
ナ
(
鉦
)

ト

ク

サ

(

大

)

､

オ

ク

エ

ゾ

ス

ギ

ナ

　

(

大

)

､

ミ

ズ
ス
ギ
ナ
(
大
)
､
エ
ダ
ウ
チ
ス
ギ
ナ
　
(
鍾
)
､

ハ

マ

ド

ク

サ

　

(

大

)

､

-

ヌ

ス

ギ

ナ

(

夫

)

｡

ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
科
　
と
メ
ス
キ
ラ
ン
　
(
南
)
､

ヒ

カ

ケ

ノ

カ

ズ

ラ

　

(

大

)

､

エ

ソ

と

カ

ケ

ノ

カ

ス

ラ

　

(

鰻

)

､

ア

ス

ピ

カ

ズ

ラ

　

(

大

)

､

ゥ

チ

ワ

マ

ン

ネ

ン

ス

ギ

一

夫

)

'

タ

チ

マ

ン

ネ

･

/

ス

キ

(

夫

｢
　
チ
シ
マ
ス
ギ
ラ
ン
　
(
無
二
　
ホ
ソ
バ
ト
ウ
ケ

シ

バ

　

(

大

)

'

ス

ギ

カ

ス

ラ

　

(

夫

)

､

ヒ

ロ

ハ

ノ

ス
ギ
カ
､
ス
ラ
　
(
大
)
｡

顕
花
植
物

裸
子
植
物

イ

チ

イ

科

　

-

チ

-

(

岡

)

｡

マ
ツ
科
　
ア
カ
ト
ド
マ
ツ
　
(
北
)

エ
ソ
マ
ツ
　
(
北

マ

)

､

バ

ン

ク

ミ

ヤ

マ

マ

ツ

　

(

蕪

)

､

ハ

-

マ

ツ

(
北
)
｡

ヒ

ノ

キ

科

　

ハ

-

ネ

ス

　

(

北

で

)

､

リ

シ

リ

ヒ

ム

ウ

シ

ン

　

(

大

)

､

-

ヤ

マ

ハ

-

と

ら

　

ウ

シ

､

/

一

高

)

被
子
植
物
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単
子
葉
植
物

ガ
マ
科
　
ガ
マ
　
(
大
)
｡

ミ
ク
リ
料
　
コ
ミ
ク
リ
　
(
大
)

ア
マ
モ
科
　
ス
ガ
モ
　
(
北
)
､

ヒ
ル
ム
シ
ロ
科
　
セ
ン
ニ
ン
モ

ヒ
ロ
ハ
ノ
エ
ビ
モ
　
(
無
)
へ

)
､
シ
バ
ナ
　
(
大
)
｡

オ
オ
ア
マ
モ
　
(
北
)

(
日
)
､
ナ
ガ
ガ
タ

ナ
ガ
バ
エ
ビ
モ
　
(
大

タ
ケ
科
　
オ
オ
ヤ
マ
ザ
サ
(
毎
)
､
チ
シ
マ
ザ
サ
(

北

)

､

カ

ラ

フ

ト

ザ

サ

(

無

)

､

エ

ゾ

ミ

ヤ

マ

ザ

サ

(

無

)

､

オ

オ

ネ

マ

ガ

リ

(

無

)

､

ウ

ラ

ゲ

カ

ラ
フ
ト
ザ
サ
　
(
無
)
｡

イ
ネ
科
　
ア
オ
カ
モ
ジ
グ
サ
　
(
固
)
､
カ
モ
ジ
グ
サ

(
史
前
)
､
シ
バ
ム
ギ
(
帰
)
､
ヤ
マ
カ
モ
ジ
グ

サ

(

南

)

､

チ

シ

マ

ヌ

カ

ボ

(

北

)

､

ミ

ヤ

マ

ヌ

カ

ボ

　

(

南

)

､

エ

ゾ

ヌ

カ

ボ

　

(

大

)

､

夕

カ

ネ

ヌ

カ

ボ

　

(

無

)

､

コ

ヌ

カ

ケ

サ

　

(

史

帰

)

､

カ

ズ

ノ

コ
ケ
サ
　
(
史
帰
)
､
ヤ
マ
ア
ワ
　
(
大
)
､
ポ
ッ
ヤ

マ

ア
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-
ど山

安
曇
の
民
話

か
っ
曾
-
A

合
戦
沢

有
明
山
の
麓
に
合
戦
沢
と
い
う
沢
が
あ
る
｡
梢
武

'
*
.
･
*

天
皇
の
頃
だ
っ
た
｡
有
期
山
に
は
魂
石
鬼
八
両
大
王

と
い
う
鬼
の
.
族
が
住
ん
で
い
て
､
神
社
を
こ
わ
し

た
り
民
素
を
焼
い
た
り
人
を
き
ち
っ
た
り
の
乱
暴
久

し
く
､
人
々
は
ほ
と
ほ
と
困
り
は
て
で
い
た
｡

こ
の
こ
と
が
都
へ
聞
こ
え
'
延
暦
二
十
四
年
､
つ

い
に
天
皇
は
坂
上
田
村
麿
将
軍
に
鬼
族
退
治
の
命
令

を
出
し
た
と
い
う
｡

将
軍
は
同
会
で
軍
を
揃
え
､
矢
沢
の
奥
ま
で
攻
め

入
っ
た
が
､
鬼
族
と
の
戦
い
の
激
し
か
っ
た
の
は
今

に
伝
わ
る
合
載
沢
の
あ
た
り
で
､
鬼
共
は
石
を
授
け

つ
け
岩
を
落
し
'
坂
上
将
軍
も
ほ
と
　
-
　
苦
戦
し
た
｡

そ
こ
で
将
軍
は
､
日
頃
信
仰
し
て
い
る
千
手
薩
陀

観
音
に
祈
願
す
る
と
､
｢
山
鳥
の
尾
の
長
い
も
の
で

矢
を
作
り
射
る
と
よ
い
｣
と
い
う
お
告
げ
が
あ
り
へ

そ
れ
を
得
て
よ
う
や
-
魂
石
鬼
を
退
治
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
｡

今
も
宮
城
の
近
く
に
は
鬼
共
が
棲
ん
で
い
た
と
い

う
岩
屋
が
あ
る
し
､
鬼
共
の
耳
を
切
っ
て
埋
め
た
所

は
耳
塚
､
長
い
尾
の
山
鳥
を
得
た
所
を
長
尾
と
呼
ん

で
H
.
I
,
誇
l

御
殿
場

栂
池
ス
キ
ー
場
や
白
馬
大
雪
渓
の
下
に
御
殿
場
と

い
う
所
が
あ
る
が
､
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
話

が
あ
る
｡

昔
は
ど
こ
の
素
で
も
馬
を
ニ
ー
三
頭
も
飼
い
､
水

田
や
畑
の
肥
料
の
厩
肥
を
作
っ
た
も
の
で
､
そ
の
為

に
ど
こ
の
村
も
奥
山
ま
で
出
掛
け
て
草
を
刈
り
､
薪

を
得
た
も
の
だ
っ
た
｡
松
川
を
は
さ
ん
で
南
の
細
野

村
と
北
の
新
田
と
塩
島
村
は
､
鎚
ケ
岳
か
ら
栂
池
を

経
て
乗
鞍
岳
に
か
け
､
そ
の
所
有
を
め
ぐ
っ
て
争
い

が
九
年
間
も
続
き
､
享
保
七
年
に
は
つ
い
に
そ
の
お

裁
き
の
為
に
幕
府
か
ら
役
人
が
出
張
'
見
分
け
を
す

長

　

沢

　

　

　

武

る
こ
と
と
在
っ
た
｡
そ
こ
で
松
本
の
殿
様
か
ら
登
山

道
の
伐
り
払
い
や
道
作
り
の
人
足
割
当
命
令
が
､
四

ケ
庄
十
三
ケ
村
の
村
に
出
た
｡
こ
う
し
て
延
一
､
二
〇

〇
人
の
人
足
が
強
制
的
に
か
り
出
さ
れ
､
乗
鞍
岳
ま

で
の
道
が
作
ら
れ
た
が
､
お
役
人
は
今
の
御
殿
場
ま

で
登
り
､
こ
､
で
事
惰
聴
取
と
見
分
け
を
行
い
結
論

を
出
し
た
｡
こ
の
事
件
は
山
の
中
の
小
さ
な
村
を
騒

が
せ
た
大
事
件
だ
っ
た
｡

三
吉
小
屋
楊

黒
部
の
谷
は
加
賀
満
の
領
分
で
あ
る
｡
し
か
し
越

中
の
村
か
ら
は
遠
-
隠
れ
た
所
で
あ
る
の
で
､
国
境

警
備
の
目
が
を
か
　
-
　
と
ど
か
な
い
所
だ
っ
た
｡
と

こ
ろ
が
隣
の
信
州
か
ら
は
一
つ
山
を
越
せ
ば
す
ぐ
で

あ
る
の
で
､
昔
か
ら
魚
釣
り
や
カ
モ
シ
カ
獲
り
や
盗

伐
に
出
掛
け
る
者
が
あ
っ
た
｡

安
永
四
年
の
夏
の
こ
と
だ
っ
た
｡
今
の
烏
帽
子
岳

の
谷
で
大
盗
伐
が
あ
る
と
い
う
情
報
が
加
賀
蒲
に
入

っ
た
｡
蒲
で
は
早
速
レ
ン
ジ
ャ
ー
部
隊
を
編
成
､
剣

岳
の
天
窓
を
越
し
て
現
場
へ
急
行
し
た
｡
だ
が
か
っ

手
知
っ
た
る
十
八
人
の
盗
賊
は
既
に
逃
け
た
後
で
'

も
た
も
た
し
て
い
た
一
人
の
男
を
逮
捕
､
加
賀
へ
運

行
し
油
を
し
ぼ
る
と
､
こ
の
男
は
三
吉
と
い
う
大
町

組
の
高
根
新
田
村
の
者
で
あ
る
こ
と
が
解
っ
た
｡

加
賀
蒲
で
は
早
速
役
人
を
廻
し
､
野
口
村
の
山
元

締
九
郎
七
や
高
根
の
庄
屋
半
兵
衛
な
ど
に
詰
問
す
る

が
､
ど
ち
ら
も
の
ら
り
く
ら
り
の
答
弁
で
ら
ち
が
あ

か
ず
､
つ
い
に
結
論
が
で
老
い
ま
､
一
年
間
も
す
っ

た
も
ん
だ
の
お
と
が
め
が
あ
っ
た
｡
そ
ん
を
こ
と
で

盗
伐
小
屋
の
あ
っ
た
所
は
そ
の
後
三
吉
小
屋
場
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
在
っ
た
｡

笠
の
下
は
お
前
に
く
れ
る

｢
佐
野
坂
は
北
と
南
の
分
水
嶺
｣
と
唄
わ
れ
て
い

る
が
'
大
町
市
と
白
馬
村
の
行
政
界
も
大
体
尾
根
境

と
な
っ
て
線
が
引
か
れ
て
い
る
｡
と
こ
ろ
が
昔
は
佐

野
村
(
現
白
馬
村
佐
野
区
)
が
今
の
青
木
湖
ス
キ
ー

場
の
近
-
ま
で
支
配
し
て
い
た
よ
う
で
､
今
も
そ
こ

ま
で
土
地
は
皆
佐
野
の
人
の
所
有
で
あ
り
､
文
政
十

二
年
に
佐
野
村
の
庄
屋
が
建
て
た
三
十
三
体
観
音
の

石
仏
も
大
半
が
大
町
地
籍
と
在
っ
て
い
て
最
後
の
三

十
三
番
観
音
も
青
木
湖
ス
キ
ー
場
の
近
-
に
滴
ら
れ

て
い
る
が
､
こ
の
奇
怪
を
現
象
に
つ
い
て
次
の
よ
う

を
話
が
語
り
継
が
れ
て
い
る
｡
7
万
,
才

昔
か
ら
青
木
湖
か
ら
は
立
派
を
赤
魚
(
ウ
グ
イ
)

が
捕
れ
､
こ
の
湖
は
青
木
村
の
西
沢
素
の
支
配
す
る

と
こ
ろ
で
､
西
沢
素
で
は
毎
年
赤
魚
を
松
本
の
殿
様

に
献
上
す
る
習
し
た
っ
た
｡
あ
る
年
､
殿
様
が
一
日

青
木
湖
畔
の
ゑ
び
す
ま
原
に
蕨
狩
り
に
来
た
時
､
案

内
し
た
西
沢
素
の
主
人
に
｢
そ
ち
の
古
く
か
ら
の
忠

勤
嬉
し
-
思
う
ぞ
､
今
日
は
何
を
り
と
申
す
が
よ
い
､

望
み
の
も
の
を
褒
美
に
と
ら
ず
ゾ
｣
と
言
っ
た
が
､

主
人
が
恐
縮
し
て
い
る
と
殿
は
､
｢
ソ
ー
ダ
ナ
､
土

地
が
一
番
よ
が
ろ
う
'
此
の
笠
の
下
に
見
え
る
所
全

部
を
そ
ち
に
や
ろ
う
｣
と
､
腰
を
下
し
て
休
ん
で
い

る
笠
に
小
手
を
か
ざ
し
て
言
っ
た
と
い
う
｡

そ
の
た
め
､
そ
の
後
､
前
か
ら
の
所
有
者
の
佐
野

村
と
､
青
木
村
と
の
間
に
こ
の
土
地
の
所
有
を
め
ぐ

り
争
い
が
起
り
長
く
続
い
た
の
で
あ
っ
た
｡
で
'
行

政
界
は
殿
様
の
言
っ
た
線
で
､
所
有
界
は
昔
の
ま
ま

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
｡

雪
倉
銀
山
道

雪
倉
岳
に
は
良
師
の
銀
の
鉱
脈
が
あ
り
'
戦
国
の

世
か
ら
明
治
の
晩
年
ま
で
の
三
〇
〇
年
も
の
長
い
間

掘
り
継
が
れ
た
歴
史
が
あ
り
'
山
の
中
の
各
所
に
往

時
を
偲
ば
せ
る
地
名
が
残
っ
て
い
る
｡

蓮
華
温
泉
へ
の
途
中
に
あ
る
〝
カ
ゴ
落
し
〟
と
い

う
所
は
､
昔
高
田
薄
の
役
人
が
､
銀
山
の
採
鉱
状
況

を
兄
に
山
カ
ゴ
に
乗
っ
て
や
っ
て
来
た
が
､
こ
､
は

名
に
し
背
う
険
し
い
山
路
で
､
木
の
根
や
岩
石
が
多

く
､
カ
ゴ
か
き
人
足
が
木
の
根
に
足
を
つ
ま
ず
か
せ
､

カ
ゴ
を
谷
底
へ
ほ
っ
ぼ
り
落
し
､
乗
っ
て
い
た
お
役

人
が
大
変
在
日
に
逢
う
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
の
起
っ

た
所
で
､
今
で
も
話
の
種
に
な
っ
て
い
る
｡

ま
た
〝
燈
籠
松
〟
と
い
う
所
は
､
雪
倉
銀
山
は
雪

深
い
深
山
で
あ
る
の
で
､
夏
か
ら
秋
の
四
ケ
月
し
か

採
鉱
す
る
こ
と
が
で
き
を
い
｡
そ
こ
で
こ
の
間
は
昼

夜
兼
行
で
探
鉱
に
努
め
た
も
の
で
､
夜
は
悪
場
の
目

印
に
燈
純
を
つ
け
て
お
い
た
｡
そ
の
燈
範
を
下
げ
て

お
い
た
見
晴
し
の
良
い
尾
根
の
一
角
の
一
本
松
は
､

今
で
も
燈
縄
松
と
呼
ん
で
い
る
｡

明
治
に
在
っ
て
か
ら
は
高
田
の
殿
様
楕
原
索
が
白

か
ら
こ
の
銀
山
の
経
営
に
当
り
､
兵
馬
の
平
に
は
立

派
を
御
殿
や
大
き
な
門
柱
が
建
て
ら
れ
て
い
た
｡
広

大
を
湿
原
と
そ
の
端
の
丘
に
は
､
今
で
も
そ
の
屋
敷

や
用
水
跡
や
､
朽
ち
は
て
た
門
柱
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
｡

▲
〇
一
〇
.
と
-
し
一
〇

大
所
大
所
は
､
姫
川
渓
谷
か
ら
大
所
川
に
沿
っ
て
四
キ

ロ
近
-
も
奥
へ
入
っ
た
山
の
中
の
小
さ
を
部
落
で
あ

る
｡
今
は
蓮
華
温
泉
へ
の
車
道
が
完
成
､
知
ら
ぬ
間

に
過
ぎ
て
し
ま
う
が
へ
　
こ
､
は
そ
の
昔
〝
御
殿
〟
と

･

イ

I

∧

-

｣

書
き
､
山
岸
豊
後
守
が
住
ん
で
い
た
所
だ
｡

山
岸
豊
後
守
は
小
谷
五
人
衆
の
一
人
で
､
室
町
時

代
か
ら
の
豪
族
だ
っ
た
が
､
川
中
島
の
合
戦
の
頃
の

弘
治
三
年
へ
平
倉
域
が
武
田
信
玄
の
武
将
山
顆
昌
景

に
よ
っ
て
落
と
さ
れ
た
時
か
ら
一
人
上
杉
方
に
つ
き
'

こ
､
に
移
り
住
ん
だ
と
い
う
｡
彼
は
雪
倉
銀
山
の
所

有
を
め
ぐ
り
信
州
人
と
争
い
､
江
戸
へ
上
る
こ
と
九

十
九
回
､
百
回
目
に
つ
い
に
毒
殺
さ
れ
た
と
い
お
れ

る
が
'
今
姫
川
温
泉
は
長
野
県
領
で
あ
る
の
に
橋
を

渡
っ
た
大
所
川
か
ら
上
流
は
全
て
越
後
領
で
あ
る
の

は
彼
の
お
蔭
に
よ
る
も
の
だ
と
今
も
語
り
つ
が
れ
て

い
る
｡

(
白
馬
村
役
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山
博
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